


















































   高血圧、抑うつ、睡眠についての検索結果では、高血圧と睡眠、抑うつと睡眠と
いった文献は多いが、高血圧、抑うつ、睡眠の 3 者についての報告は少なかった。                                             
高血圧治療者において抑うつ症状が強いほど夜間睡眠時の収縮期および拡張期血
圧の低下が少ないという報告があり、抑うつ状態においても高血圧の高齢者の特徴
























































2.  対象と方法 





























 5. 結論 
 1）高血圧と夜間覚醒回数との関連性が見出された。 
高血圧では夜間の血圧値や迷走神経の抑制との関係が報告されているが、夜間覚
































【A 市における高齢者の抑うつに関連する要因 （研究 3）】 
 
1. 目的 




  茨城県 A 市の基本台帳から抽出した高齢者のうち調査に参加した人を対象と
し、基本属性、生活習慣、健康状態、睡眠状況、日常生活動についての質問紙調




3.  結果 
   1525 人中、調査に参加した高齢者は、337 人であった（有効回答率 22.1％）。抑
うつあり群では、高血圧（p = .037）、睡眠障害（p = .042）、夜間覚醒回数（p = .005）
に有意差がみられ、抑うつなし群ではボランティア活動（p = .008）、運動教室（p 
= .006）、趣味活動（p = .031）の参加、乗り物による外出頻度（p = .009）に有意
差がみられた。抑うつに関連する要因として、高血圧(OR = 2.346, 95%CI:1.241～
4.438)、睡眠障害(OR = 1.928, 95%CI:1.018～3.654)、ボランティア活動(OR = 


























3） 外出頻度を高めることやボランティアへの参加は、農村地域である A 市の高齢
者に対して、健康上の支援を検討する際に有用であると考えられた。  
 
 
 
